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1 .  研究概要
当 教室 は 従来か ら 植物成分の化学的研究 を 行い ，
薬用 資源、 の研究 と 題 し ， 広 〈 各種植物成分群の 中 で，
と く に 植物 界 に 分布の広 い フ ラ ボ ノ イ ド に つ い て 研
究 を し て き た 。 と く に 植物の 属 の 中 ， 種に つ い て 成
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分的 な 関連 を 見究め る ケ モ タ キ ソ ノ ミ ー ( 化学的分
類研究 ) を 行 い ， ア ザ ミ 属， ネ コ ノ メ ソ ウ 属， イ ヌ
ザ ン シ ョ ウ 属， ヤ ナ ギ属， ア ヤ メ 属 な ど の成分の 異
同 を 研究 し ， 分類学の上に 多少の寄与 を す る こ と が
出 来 た 。 さ ら に 上記以外の 成分研究 を 行 い ， サ ポニ
ン の化学的研究では 白 頭翁 ( オ キ ナ グサ ) ， キ ズ タ ，
カ ワ ラ ナ デ シ コ な どか ら 各種サ ポニ ン を 分離 し ， 一
部 は 学会 に 報告 し た が現在 な お新物質の化学構造解
明 中 であ る 。
同 時 に 一般植物の成分研究 も 併せ行い， ヒ オ ウ ギ
( ア ヤ メ 科) 根， フ ウ ( マ ン サ ク 科 ) 樹皮， セ ン 夕、
イ ハ ギ ( マ メ 科 ) 根， エ ン ジ ュ ( マ メ 科 ) 果実， ヤ
マ フゃ キ ( パ ラ 干斗 ) 根， フ ジ キ ( マ メ 科 ) 根， ゴ ン ズ
イ ( ミ 、ソ パ ウ ツ ギ科 ) 根 な ど か ら 各種成分 を 分離 し ，
構造研究 中 であ る 。
次 に 植物成分の生体内 での代謝分解 は 一般に お そ
く 弱 い ， そ れ で微生物 を 用 い て 代謝分解の過程 を 研
究 し ， 得 ら れ る 生化学的分解成績体の解明 を 行 い ，
薬用 資源研究の一助 と すべ 〈 実施 中 であ る 。
近時発癌性の研究 で フ ラ ボ ノ イ ド の 中 ， ケ ン フ エ
ロ ー ル， ク エ ルセ チ ン に 発癌性 を 有す る こ と が判 明
し た 。 こ れ ら の 物質 の 食 用 植物に 含 ま れ る 分布状況
に つ い て調査研究 中 で あ る 。
和 漢薬 ( 民間 薬 を 含む ) の 成分研究 も 行 い ， そ の
品質評価 に つ い て 有薬に つ い て 行 い ， 主成分含量か
ら 検討 し ， 学会に 報告 し た 。
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1 ) 強心性 ス テ ロ イ ド の合成研究
ジ ギ ト キ シ ゲニ ン ， ブフ ァ リ ン に よ っ て 代表 さ れ
る 天然強心性 ス テ ロ イ ド は ， 心疾患 の 治療薬 と し て
重要であ る の み な ら ず， 最近 に 至 り 抗腫傷薬物 と し
て 注 目 き れ て い る こ と か ら ， 本研究室 では こ れ等の
化合物の有利 な 合成法の開発研究 を お こ な っ て き た 。
今年度 に お い て は ， 過去 の 成果 を 結集 し ス ト ロ フ ァ
ン チ ジ ン ， ノ fチ ゲニ ン 等の 19 ー オ キ ソ カ ルデ ノ ラ イ
ド の全合成に 成功 し た 。
2 )  光宅活性 リ ン 化合物の合成 と 反応 の 立体化学
的研究
リ ン 原子上 での置換反応 の機構の研究， 有機 リ ン
系 医 薬， 農薬の作用 機序 を 明 ら か に す る た め に は ，
立体化学的側 面か ら の研究が強 〈 望 ま れ て い る 。 そ
こ で， そ の 目 的の た め に 必要 な 光学活性 リ ン 化合物
の合成 に つ い て 精 力 的 に 検討 し た 結果， L ー プ ロ リ
ン を 不斉源 と す る こ と に よ り 光学活性の ホ ス フ ェ ­
h ホ ス ホ ネ - r ， ホ ス フ ィ ネ ー ト を 合成す る 一
般 法 を 確立 し ， き ら に L ー フ ェ ニ ルア ラ ニ ン を ト ラ
ン ス ア ミ ノ 化剤 と し て 用 い る こ と に よ り ， 光学活性
ホ ス ホ ロ ア ミ デー ト を 合成す る 手法 を 開 発 し た 。
3) ホ ス ホ ト リ エ ス テ ルの段階的関裂反応
有機ケ イ 素化合物の有機合成反応への応用研究の
一環 と し て ， フ ェ ニ ルチ オ ト リ メ チ ル シ ラ ン を リ ン
酸 ト リ エ ス テ ルの加水分解に 応用 し た 結果， 選択性
お よ び段階的加水分解が可能で、あ る 点 に お い て 優 れ
た 試薬 であ る こ と を 明 ら か に し た 。
4 ) ヘ テ ロ 芳 香環に お け る 隣接不対電子効果
電子吸引 基 を も っ数種の イ ミ ダ ゾー ル誘導体 に つ
い て ， 環水素 の 重 水素交換実験 を お こ な い ， そ の結
果 を 基に し て 隣接不対電子効果 を 確立 し た 。
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1 .  研究概要
1 ) 医薬品， 農薬， 染料中 間体 と し て 重要 な 含窒
素化合物 を 好収率， 選択的 に 合成す る こ と を 目 的 と
し て 触媒化学的見地か ら 検討 を 加 え ， 芳 香族水酸基
の ア ミ ノ 基置換反応 を コ バル ト 塩化ア ン モ ニ ウ ム
系 で， ト リ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン の部分ア ミ ノ 化 を 銅 ー ト
リ ア ル キ ルア ミ ン 系 で， ま た ， ε ー カ プ ロ ラ ク タ ム
よ り ヘ キ サ メ チ レ ン イ ミ ン への水添反応に ラ ネ ー コ
バル ト が適 し て い る こ と を 見 い 出 し ， 最適反応条件
を 設定 し た 。 一方， 反応系 を 原始環境 に 求め る こ と
に よ り ， ア ミ ン 類へ の 二酸化炭素 の付加 反応お よ び
ト リ ク レ ン の ア ン モ ノ リ シ ス に よ る ア ミ ノ 酸の新 し
い 生成系 を 開発 し た 。
2 ) ケ イ 酸塩制酸薬の ケ イ 酸重合形態 の解析 と ，
そ の経 口 投与 に よ る ケ イ 酸の消化管吸収機構の解明
を 目 的 と し ， ま ず ， ト リ メ チ ル シ リ レ ー シ ョ ン 法に
よ っ て 種々 の ケ イ 酸塩の ケ イ 酸構造 を 調べ た 。 そ の
結果， ケ イ 酸塩 中 に は S i O! - ， S i  20 �- ， S i  30 お ，
S i  40 �2 な ど の低分子 ケ イ 酸 イ オ ン ， S i z n + m 
o AU Z 立 ) で表 わ さ れ る 重合ケ イ 酸 イ オ ン お よ び酸
不 溶性 の重合ケ イ 酸の存在す る こ と を 明 ら か に し た 。
ま た ， ケ イ 酸の重合形態分布 の 異 な る 種々 の ケ イ 酸
塩の消化管吸収実験か ら ， ケ イ 酸の吸収 は リ ポ イ ド
膜 の細孔通過 に よ る こ と を 明 ら か に し た 。
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